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スギムク材内装モデル居室における

揮発性有機化合物 (VOCs)の放散挙動*1

吉田弥明*2,木村 愛*2, 羽鳥友康*2,
山田 誠*3,滝 欽二*2,山田雅章*2

EmissionBehaviorofVOCsinaModelRoom

withSugLwoodInteriorPaneling*1

HiroakiYosHIDA*2,AiKIMURA*2,TomoyasuHATORI*2,
MakotoYAMADA*3,KinjiTAKI*2andMasaharuYJM ADA*2

Amodeltestroomwasbuiltwith丘nishRooringofsolidoalくandwallpanelingofsugiwood.Concentrationof

carbonylcompoundsandvolatileorganiccompounds(VOCs)intheindoorairofthetestroomweremeasuredover

oneyear.Thefollowingresultswereobtained:

(1)Themaincompoundsemittedwereformaldehydeandacetaldehyde.Theemissionofformaldehydewas

greatlydependentonroomtemperatureanddidnoteasilyattenuatedalthoughtheemissionwaslowthroughoutthe

testperiod.Ontheotherhand,theemissionofacetaldehydewashighatthebeginning,butdecreasedrapidlyimthe

arsttwoweeksanddidnotdependontemperature.

(2)ThemainVOCconstituentswereterpenoids,especiallya-pinene.Theterpenoidswererapidlyattenuatedand

diminishedwithinthreetofourmonths.

Keywmlds: Indoorairquality,VOCs,sugi,modelroom,dwellinginterior.

床にナラムク材フローリング,壁にスギムク材を施工したモデル居室を作製し, 1年間余にわ

たり室内の空気質,すなわちホルムアルデヒドに代表されるカルボニル化合物及び揮発性有機化

合物 (vOCs)の測定を行った｡結果は以下のようにまとめられる｡

(1)カルボニル化合物についてはホルムアルデヒド及びアセトアルデヒドが主要な放散種であっ
た｡ホルムアルデヒドの放散はエイジング効果に比べ室温変動による影響が大きく,放散量は少

ないものの容易に低減しなかった0-万,アセトアルデヒドの放散は初期に比校的多いが,室温

変動による影響に比べエイジング効果が大きく比較的速やかに減衰した｡

(2)揮発性有機化合物 (VOCs)については,α-ピネンに代表されるテルペン類が主要な放散種

であった｡これらのテルペン類の放散は速やかに減衰し,3- 4ケ月でほぼ消失した｡
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近年,新築住宅あるいはリフォームした住居にお

いて様々な健康にかかわる不具合が発生している｡

この原因として,建材等から放散されるホルムアル

デヒドに代表される揮発性有機化合物 (VOCs)に

よる居住空間の空気質汚染が指摘され,大きな社会

問題となっている卜3)｡いわゆるシックハウス症候

秤,シックスクール症候群など居住空間の空気質に

起因する健康不具合の顕在化,あるいは症状の更に

重篤な化学物質過敏症への関与なども指摘されてい

る｡ このような状況から厚生省(現厚生労働省)は,
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1997年6月居室におけるホルムアルデヒドの気中波

度に対して指針値を発走し,その後,追加改訂を重

ね,2003年現在ではホルムアルデヒドや トルエンな

ど13物質について気中濃度の指針値を,また揮発性

有機化合物総量 (TVOC)について気中濃度の暫定

目標値を設定している4)o更に,2003年 7月には改

正建築基準法が施行され,ホルムアルデヒドを発散

する建材を指定してその使用を規制している｡また,

防蟻剤のクロルピリホスが使用禁止となった｡これ

に伴い日本農林規格及び日本工業規格が改正される

等関連法規が整備され,いわゆるホルムアルデヒド

を放散する特定建材は放散レベルによって住宅内装

への使用面積が制限されることとなった｡

このような中,ホルムアルデヒドに関しては低ホ

ルムデヒド放散建材であるF☆☆☆☆製品あるい

は非ホルムアルデヒド系接着剤を使用した建材への

移行とともに,使用制限を受けないムク材が大きく

脚光浴び,自然素材志向と相まってヒノキ材やスギ

材が内装材としてその需要を延ばしている｡ 木材は

独特の香気成分をもつが,これは紛れもなく揮発性

有機化合物そのものである｡香気成分の代表である

テルペン類は,森林浴で得 られる爽快感を醸 しだ

し5),自律神経の安定や消臭 ･脱臭効果があること

など健康にプラスの面が指摘G)されているが,一方

では,これらのテルペン類がオゾンの存在下で反応

し,有害な2次生成物を生成するとの報告7)もある｡

また,テルペン類の放散が過剰な場合には人体に悪

影響を及ぼすとも指摘されていが)0

しかし,木材そのものからの揮発性有機化合物の

放散については,その含有する微塵成分の有効利用

という観点からの研究が多 く,わが国ではヘッドス

ペース法による測定例が報替りされているが,常温･

常圧下で放散する屠住空間を想定した放散測定は極

めて少ない｡特に,ヒノキやスギのムク材を建物内

装に施工した場合の揮発性有機化合物 (VOCs)の

放散種,放散畳,経時変化など,その放散挙動につ

いて測定した例は皆無に等しい｡そこで,本研究で
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ほ床にナラムク材フローリング,壁にスギムク材を

施工したモデル居室について,ホルムアルデヒドを

含むカルボニル化合物及び揮発性有機化合物

(VOCs)の放散挙動を1年有余にわたって測定した

結果を報告する｡

2.実 験

2.1 モデル居室

モデル居室に使用した居室は,静岡大学構内にあ

る築20数年を経過した南面に開口部をもつ木造軸組

の建物である｡その平面図をFig.1に示すが,床面

横13.25m2,天井高2370mm,室容積31.4m3,開口部

(窓面積)2.7m2の室である｡この室の床及び壁を

Tablelに示す仕様で,2002年4月26日から同5月13

日にわたり内装工事を行った｡内装に面する表面材

hteriorfinish

Ceiling:GypsurTlboard
Floor:

OakfloorJngunderlayedwith

Scotchpinep一ywood
Wa]):

SugipanelunderJayedwith

gypsumboard.

Aluminumdoor

Fig.1. Floorplanoftestroom.

Table1.Interiorfinishoftestroom.

Finishmaterials Remarks

Ceiling Gypsumboard

Floor Underlayment:ScotchpineplywoodFinish:0alくnOOring EPPadhesiveused.

Wall Underlayment:GypsumboardFinish:Japanesesugisolidpanel

aJEp二:Emulsionpolymerisocyanate
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Table2.Airsamplingconditions.

[木材学会誌 VQl.50,No.3

Compoulld Carbonylcompound VOC

Samplingtube DNPH-Silicacartridge,short TENAXTA

Samplingrate 0.4L/min 0.1L/min

は,壁はスギムク材,床はアカマツ合板を下貼 りし

た上にナラムク材フローリング,天井は石膏ボード

であるQ

なお,壁面に使 用 したスギ材 (CrjJPtomeria

jaPonicaD.Don)は三河産60年生の材か ら作製され

た｡製材後仕上がり含水率18%程度に天然乾燥され,

厚さ12mm,帽15cm (長さ乱尺)に飽削仕上げし

たもので,実加工が施されている｡4月25日に納入

され,施工された5月13日まで梱包状態で保管した｡

フローリング材は中国産のナラ材 (Quercusspp.)が

使用されており厚さ12mm,幅9cm (長さ乱尺)の

一般市販品 (気乾)であり,その詳細は不明である｡

また,床下地に使用 したアカマツ (scotchpine:

PinussvvlvestriaLinn.)合板は原木を輸入 し,国内で

製造された市販品である｡

実験中,この室の換気回数は小窓を開閉し0.5回

を維持するよう調整した｡なお,内装仕上げ完了直

後すべての開口部を閉鎖した初期状態の換気回数は

0.1回程度 (後述)であった｡

2.2 気中濃度の測定

ホルムアルデヒドを含むカルボニル化合物及び

vocsの気中波度は,厚生労働省の推奨する方法9)

に準拠して測定した｡すなわち,試料空気をポンプ

によって強制捕集し,吸着管を通過する当該物質を

吸着管で捕捉するアクティブサンプリング法によっ

た｡吸着管に補足された当該物質のカルボニル化合

物はHPLC(高速液体クロマ トグラフィー),VOCs

は加熱脱着GC/MS(ガスクロマ トグラフ質量分析

計)を用いて分析 ･定量した｡

2.2.1 試料空気の捕集

先ず試料空気の捕集にあたって開口部をすべて開

放し充分時間 (30分間以上)をおいて閉鎖した｡そ

の後8時間以上経過した後 (午後2:00を中心に),

室内の壁から1m以上離れた高さ1.2mの位置に捕

集管を設置し,エアポンプにより強制的に試料空気

の捕集を行った｡試料空気はシリコーンチューブを

介して捕集管に導入され,含まれるカルボニル化合

物及びVOCsはそれぞれの吸着媒体により捕捉され

た｡カルボニル化合物の捕集にはDNPHシリカカ

ートリッジ (Shorttype,Waters社製),VOCsの捕

集にはTENAXTA (SUPELCO社製)を用いたO カ

Table3.AnalyzingCOnditionsofHPLC.

Column ZORBAX-RP(4.6Xl50mm)

Mobilephase Acetonitrile/distilledwater=4:6(0-5min)∫
6..4(5-25min)/6..4(5-25min),gradient

Detector UV360NM

Flowrate 1.2mL/min

0Ventemperature40℃

Analyzlngtlme 40min

ルポニル化合物の捕集にあたっては,オゾン及び水

分の影響を排除するために捕集管の直前にオゾンス

クラッバー (Waters社製)を装填 した｡捕集箇所

は室内ほぼ中央の2カ所,及び外気 1カ所 (モデル

居室の外壁か ら2m以上離れた場所)とした｡

Table2に捕集条件を示したo

また,捕集管と隣接してサーモレコーダーを設置

し,試料空気捕集開始から終了までの室内空気及び

外気の温湿度を1分間隔で測定記録した｡

捕集時期は,内装仕上げ工程の各段階,及び内装

仕上げ終了後から約 1年 (386日間)にわたって行

った｡

2.2.2 試料空気の分析

(a)カルボニル化合物

カルボニル化合物の分析にはHPLC(島津製作所

LC-Avpシリーズ)を用いたO捕集済みDNPHシリ

カカー トリッジにアセ トニトリル3mLを注入して

溶出後,全量が5mLとなるよう更にアセ1､ニトリ

ルを加え,分析試料とした｡この調製試料をTable

3の条件で分析 したO定量にはアルデヒド･ケトン

ー DNPH誘導体混合溶液 (GLサイエンス社製)15

Flg/mLを100倍に希釈 した溶液 (0.15FLg/mL)を標

準溶液として用いた｡また,DNPHシリカカートJ

ッジはブランクのバラツキが大きいので,カートリ

ッジのLot.No.ごとにブランク試験を実施した｡

HPLCの分析結果より,サンプルのカルボニル化

合物の気中濃度を次式によって算出した｡

C-慧 ×GtdX意
C: 気中波度 [mg/m3]

As: サンプルエリア面積
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Table4.Conditionsofthermaldesorption-GCMSanalysis.
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McasurlngInstitute:rbaragiEnvironmentTechnicalCenter

The1-maldesorptionsystem

Apparatus ATD-400

Deso1-ptiontemp.(time) soo℃(15min)

Thermaldesorption･GC/MSsystem

Apparatus rip-6809+HP-5973B

Column HP-VOCO.324)×60mf.t1.8iLm

0Ventemprature Ⅰnitialtemp.35℃
Ⅰnitialtime2min

Heatlnglーate Finaltemp. Finaltime
15.0℃ノlnin 95℃ Omin

2.5 100 0

5.0 250 1

MeasuringlllStitute:JapanPlywoodInspectionCorporation

Thermaldesorptionsystem

Apparatus TD-1

Desorptiontemp,(time) 290℃(10min)

Thermaldesorption-GCIMSsystem

Apparatus ShimadzuGC/MSQP-5050A

Column ShimadzuDⅠ3-10.32¢×60nl

0Ventemprature Initialtemp,40℃
Ⅰnitialtime2min

Heatingrate Finaltemp. Finaltime
10.0℃/min 135℃ Omin

20.0 220 0

40.0 250 10

Ab: トラベルブランクエリア面積

Asld : 標準物質エリア面積

Cstd: 標準物質溶液聴度 [FLg/mL]

Ls: 溶出液量 [mL]

Vs: サンプリング空気体積 [L]
(b)VOCs
VOCsの分析は加熱脱着- GC/MSによったが,実

務は(財)合板検査会 (2002年5月1日～ 6月10日の

測定分)及び㈱茨城環境技術センター (2002年7月

8日以降の測定分)に分析を依頼した｡分析定量は

JapaneseStandardMix.(SUPELCO社製)の52成分標

準物質のマススペクトル及びリテンションタイムの

比較により行った｡

各機関の分析条件をTable4に示 した｡使用機種

2.3 換気回数

気中波度測定用試料空気の捕集直後にJISA1406

屋内換気量測定方法 (炭酸ガス法)に準拠して換気

回数の測定を行った｡ ボンベよりC02を放出し,塞

内の濃度分布が均-になるように扇風機で撒拝し

た｡その後環境測定器KNS-360M (㈱コーナー札幌

社製)とデータロガ-Ds･64Kl(㈱コーナー札幌社

製)で濃度の減衰を測定し,減衰曲線より換気回数

を算出した｡

3.結果及び考察

3.1 各施工段階におけるカルボニル化合物を含む

VOCsの気中濃度

3.1.1 カルボニル化合物の気中波度

の適い,分析条件に若干の違いがあるが,分析に当 各施工段階,すなわち窓サッシ取り付け,床下地

たり同一の標準物質を使用していることもあり特に 合板張りあげ,床フローリング施工及び壁材張りあ

機種間の測定値の検証は行っていない｡ げ各1日後におけるカルボニル化合物の気中濃度を

Table5に示したoこれらの測定値は室内気申濃度
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Table5.Indoorairconcentrationofcarbonylcompoundsinthemodelroomwithinteriorwoodenmaterialfinishaftereach
application. (〟g/m'')

Compounds Aftcrapplicationofeachmaterials
Windowsash Plywoodtlnderlaynlent Wo｡dfloorlng Wallpanel

Formaldehyde 29 34 24 44

Acetaldehyde 18 36 21 81
Acetone 42 15() 44 104

Aer01ein 0 O 0 0
ProplOnaldehyde 0 14. 3 7

Crotonaldehyde 388 96 95 123

Methylethylketone 2073 539 521 719
Methaacrolein 0 0 0 り

n-Butylaldehyde 0 ll 0 7

Benzaldehyde 0 23 0 6

Valeraldehyde 0 39 0 15

m-TTolualdehyde 10 43 0 0

HeXaldehyde 0 148 28 4309
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Fig･2･ Indoorairconcentrationofcarbonylcompounds
JuStaftereach丘nishingstep.

に関しては2測定値の平均,外気に関しては1測定

値をそのまま示した (以下,同様である)｡サッシ

施工後ではホルムアルデヒド,アセ トアルデヒドな

ど6種の放散が認められ,その後床下地の施工後で

は用いたアカマツ合板の影響を受けて12種の放散が

認められるが,ナラ材のムクフローリングが施工さ

れるとその遮蔽効果によって放散種は7種に減じ

た｡次いで,スギムク材で壁を仕上げることによっ

て放散種は再び10種に増加した｡サッシ施工後から

見られるメチルエチルケトンの顕著な放散は,サッ

シの施工に用いたシーリング材の影響と思われるが

確認には至っていない｡

Fig.2は厚生労働省が指針値を示しているホルム

アルデヒド,アセ トアルデヒドについて各施工段階

における気中濃度と室温を示したものである｡なお,

換気回数は0.1-0.2回/hであった｡両者ともにいず

れの施工段階でも外気に比べ高い気中濃度であり,

室内に放散源があることを示している｡サッシ施工

後の放散は,床ベースに使用されていたコンクリー

ト型枠用合板が放散源と考えられる｡その後,オウ

シュウアカマツ下地合板施工により,両者ともに若

干の増加を見せるが,ナラムク材フローリングの施

工後はその遮蔽効果によって低下し,壁材へのスギ

ムク材の施工によって両者の気中濃度は大きく増大

する｡特に,アセ トアルデヒドの気中濃皮は指針値

48pg/m:Iを上回る81FL富/m:‖こも達するのでその影響

が心配されるが,後述するように減衰が早く実際に

は問題はないであろう｡アセ トアルデヒ ドについて

は44FLg/m:-で指針値100pg/m:iの半分程度で,例え

室温の上昇する夏期にあっても先ず問題はないもの

と考えられる｡

3.1.2 VOCsの気中濃度

各施工段階におけるVOCsの気中浪度をTable6

に示した｡そのうち特に高い気中濃度を示したテル

ペン類の気中濃皮をFig.3に示 した｡これによると,

中でもa-ピネンの気中濃度が高い値を示 し,床下

地材施工後と壁材施工後には1300〃g血こ～裡度の気中

濃度に達した｡これらの結果は,オウシュウアカマ

ツ合板及びスギムク材からのα-ピネンの放散が大

きいことを示している｡Table6に示 したように揮

発性有機化合物の総蛍 (TVOC)ち,施工段 階ごと

に増加し,壁仕上げ後の気中濃度は約6000〃g/m3に

も達する｡実に暫定目標値400〟g/m3の15倍である｡

この総量の約1/4が約 a- ピネン, ♂- ピネン,リ

モネンである｡ 更に,スギ材は今回測定 した 3種の

テルペン類以外に多 くのテルペン類を放散し,特に

カジネンの放散畳はこれらの数倍に達するとの報告

もある10)｡ここには示 していないが,同時にサンプ

リングして別途分析を行った結果でも,この盤を凌
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Table6･IndoorairconcentrationofVOCsinthemodelroomwithinteriorwoodenmaterialfinishaftereachapplication.
(〟g/m =り

VOCs Family AfterapplicationofeachmaterialWindowsash Plywoodunderlayment Woodfloorlng Wallpanel
0 Ⅰ 0 I 0 Ⅰ 0 Ⅰ

Hexane aliphatichydrocarbons ll 27 31 21 2 14 37 39

2,4-Dimethylpentane 0 0 0 1 2 0 5
isO-Octane 0 0 1 1 0 0 0 0

Heptane 1 2 3 12 0 9 3 22
Octane 12 21 8 9 3 13 20 40

Nonane 0 1 1 0 0 0 2 1

Decane 59 84 35 1 13 46 119 136

Undecane 0 0 1 0 1 0 2 1

Dodecane 59 77 28 0 3 37 192 175
tridecane 0 0 0 00 0 2 1

tetradecane 6 8 3 00 3 38 27
Pentadecane 0 0 43 0 000 0
HeXadecane 1 0 0 0 0 0 5 5

Benzene aromatichy血ocarbons 4 0 7 0 2 0 7 1

Toluene 2 4 5 2 1 1 6 4

Ethylbenzene 1 1 2 1 0 1 3 2

m,p-Ⅹylene 1 1 1 1 0 0 2 2

0-Xylene 1 0 1 1 0 0 1 2

Styrene 0 1 1 0 0 0 2 1

3-ethyltoluene 0 0 1 0 0 0 1 1

4-ethyltoluene 0 0 0 000 1 1

1,3,5-Trimethylbenzene 0 0 0 0 0 0 1 1

2-ethyltoluene 0 0 0 0 0 0 1 0

1,2,4-Trimethylbenzene 0 0 1 0 00 I l

1,2,3-Trimethylbenzene 0 0 0 0 0 0 1 1

1,2,4,5-Tetramethylbenzene 0 0 0 0 0 0 0 0
a-Pinene terpenes 2 20 16 1311 7 588 ll 1315β-Pinene 0 0 1 105 1 46 2 148

Limonene 2 6 13 ll 2 15 2 17

Dichloromethane Halogenoids 32 0 87 0 30 0 44 0

Chloroform 13 12 4 1 1 4 20 4

1,1,i-Trichloroethane 0 0 0 00 0 00
1,2-Dichloroethane 0 0 0 0 0 000
CarbonTetrachloride 1 1 1 101 1 1
Trichloroethene 0 0 3 1 01 1 1

1,2-Dichloropropane 0 0 0 0 00 0
Tetrachloroethane 0 0 1 00010
かDichlorobenzene 0 1 1 00 1 1 2

Ethylacetate Esters 282 3 316 7 25 182 182 71
Butylacetate 1 2 1 00 1 3 2

Nonanal Alcohols 5 9 3 ll 15 19 18 24

Ethanol 0 0 1 00 0 00
2-propano1 4 14 10 8 0 0 1 0
1-propanol 0 1 0 0 0 1 0 2
1-Butanol 1 4 2 2 0 1 1 6

TVOC 1823 2552 3069 5889

Note:0andIshowsameasurementofopenairandinddorair,respectively.
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駕するこの他のテルペン類が放散していることが明

らかにされ,ムク材仕様の室内ではその初親にはテ

ルペ ン璃のみでもTVOCの厚労省指針植4OOFLg/m:i

をはるかに上回る高濃度に運することが明らかとな

った｡

3.2 各施工段階におけるカルボニル化合物を含む

主要なVOCsの経時変化

3.2.1 主要カルボニル化合物の経時変化

主要カルボニル化合物として厚生労働省により指

針値が設定されているホルムアルデヒドとアセ トア

ルデヒド気FFT濃度の経時変化を取り上げた｡両者の

約 1年間にわたる経時変化を測走時室温とともに

Fig.4に示した｡なお,この間の換気回数は0.5回/h

を目標にしたが,内装終了後14日までは0.1-0.2回

仇 その後は0.4-0.9回/h(平均0.6回/h)とほぼ日焼

に近い換気回数が保持された｡

ホルムアルデヒド気中波度は完成3日後一旦低下

しているが,気温の上昇に伴い増加傾向を示し,巌

も気温の高かった112日後に指針値100ilg/m･'-に近い

90〟g/m3を記録 した｡その後182日後には,気温の

低下も相まって大きく低減し,40FLg/m:'となってい

るが,気温の上昇とともに再び上昇 し386日後には

[榊 J守余.LL･:vHl.50,Nl).3

【oquq}コ一tu
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52iLg仙 {を示しているL.このことは,木材自体から

放散するホルムアルデヒドについても,エイジング

の効果よりもh心壁o)膨判を頗くJ封ナ容易に成東 しな

いことを′Jtfl空している‥ ･力■.アセ トアルデヒドは

完成 lrt後に指針情Eは pdm.-与を大きくこえる100
/Jか11‥lの気JfT濃度を示したが.1川 後から減少傾向

に転じ,その後はL的〟か11:t近くで推移しており享鋸鼠
の l膏‖二ともに増大するような傾向は認められな

い,Jしたがって,アセ トアルデヒドについてはエイ

ジング効果が大きく,混度の雛判はほとんど受けな
いことを示している(-

3.2.2 主要VOCsの相 棒変化

埋施 用Fir後の VOCsの ト.要な放散種は木材その

ものを放散源とするテルペ ン雛であり (Table6),
ここでは(i--ゼ ネン,針-ピネン及びリモネンを取

り上げ,その経時変化をFig.5に示した,}

これによると最も放散の多いa一一一ピネン鮎P濃度

が完成 71:7後にTV()Cの押定日捌 駒川)FL富/m:3を大
幅に凌iJtriする5(1()0〟lr/m=5を超える楢を示したが,そ

の後は急激に低減 し,1相 接には1/3に,112日後に

は殆ど放散が見られなくなりている｡β-ピネン,

リモネンも同様の傾向を示し完成 7日後に最大値を
示すもののその後は低減 し, a-ピネン同株112日

後には殆ど放散が見られなくなった｡また,ここに
は示さなかったが,その他のテルペン類もこれらと

全 く同様の低 f(傾向を示し,112n後には測定限界

以下となった,,

以上の結果から.スギムク材について言えば木材

由来のテルペン酢 ま,施工2過聞程度までは多魔の

VOCsを放散するが.().5llil/h種皮の換矧Hj数下で比

較的速やかに滅楽 し,3-4ケ月でほぼ消失するも

のと判断される0

4.緒 言

床にナラムク材フロー リング,壁にスギムク材を
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施工したモデル居室を作製 し, 1年余にわたり室内

の空気質,すなわちホルムアルデヒドに代表される

カルボニル化合物及び揮発性有機化合物 (VOCs)

の測定を行った｡結果は以下のようにまとめられる｡

(1) カルボニル化合物についてはホルムアルデヒ

ド及びアセ トアルデヒドが主要な放散種であったO

ホルムアルデヒドの放散は温度依存性が大きく,放

散量は少ないもののエイジング効果は低く容易に低

減しない0-万,アセ トアルデヒドの放散は温度依

存性に比べエイジング効果が大きく比較的速やかに

減衰する｡

(2) 揮発性有機化合物 (VOCs)については, a-

ピネンに代表されるテルペン類が主要な放散種であ

る｡これらのテルペン類の放散は速やかに減衰し,

3-4ケ月でほぼ消失する｡

ここに報告した結果は僅か一例であるが,ムク材

から放散するVOCs類が比棟的早期に減衰すること

が明らかになった｡しかし,すべてのムク材がこの

ような傾向を有すると結論するわけにはいかない｡

今後,さらに多くの材料について同株の実験を行い

データの蓄積を図るとともに,これらの放散種の健

康影響について一層の研究が推進されるよう願うも

のである｡
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